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体育大会

５月 30 日（土）快晴の空のもと、第 45 回令和８年度体育大会が開催されました。 

生徒たちの種目に対する真剣な取組や熱心な応援、さらには大会当日に至るまでの練習や

準備に関する努力は、すでに大会当日や本校ＨＰ、通信等で共有されていることと思います。

そこでここでは異なる視点から、体育大会を振り返りたいと思います。 

その１：当日の朝の気温は 13 度。気温がぐんぐん上昇する中で、各種目が順調に進行した

メリハリのある体育大会でした。様々なリレー種目が多く設定されたほか、学年種目も表情

豊かに、そしてテンポよく勝敗や新記録に挑戦している生徒の姿が印象的でした。結果的に

予定していた時間より少し余裕を持って全種目を終えることができました。 

その２：附属中学校の生徒用テントはとても機能的なテントで、フレームを展開して屋根

のシートをかぶせて、縁についているベルトを締めれば雨が降っても屋根に水が溜まらなテ

ントが完成。のはずが、多くの生徒にとってはシートをピーンと張るため

のベルトの締め方が？？？だったようです。テントの縁に縫い付けられ

た２つのＤ型リングとベルトの通し方やその調整の仕方が分からなかっ

たようで、その多くがなんと固結び！されていました。ＩＣＴ全盛の真っ

只中、スマホ、タブレット等の活用はとても上手な附属中学校の生徒たち

ですが、実際の手作業を通じて学ぶべきことが、まだまだあるようです。 

その３：部活動リレーで最後までトラック上でみんなの視線を集めた科学部のオリジナル

カー、応援に力が入りました。次年度は砂煙を上げて爆走する様子を披露で

きるよう、全面的にサポートしたいと思います。（中学生時代、ラジコン小僧

だったノウハウを全て伝授します。めざせ！部活動リレー最速） 

オープンスクール

５月 16 日（土）は、本校に入学を希望する小学生とその保護者を対象にした第 1 回オー

プンスクール（公開授業）でした。土曜日午前の開催でしたが、多くの小学生と保護者が授

業参観する中で、学習の様子を公開してくれた中学生の皆さんはどんな感じでしたか。 

食い入るように中学生の姿を見つめる小学生、校舎内を全部見て回ろうと足早に移動する

小学生、それらの姿から実際に自分の目で見ることの大切さを再認識しました。 

一方で残念なことも･･･事前申込なしで来校いただいた小学生とその保護者、また、申込済

みで No-Show（連絡なしで不参加）も。どちらも附属中学校の様子を実際に見て感じてもら

えず残念でした。※防犯上の理由により、事前申込なしの参加（特に校舎内見学）、連絡なし

での不参加はいずれも対応が難しいことを理解願うものです。No-Show は遅刻かもと待ち続け・・・ 

生徒会スローガン 

Challengers ～個性で彩れ！附属中の未来地図～ これが令和８年度の生徒会スローガン

です。スローガンの趣旨と込めた願いは以下のとおりです。 

① 挑戦し続ける姿（Challengers）→生徒全員が「挑戦者（Challenger）」として積極的に取

り組んでほしいという願い、失敗を恐れずに一歩踏み出してほしいという思い

② 他者理解と個性の発揮（個性で彩れ！） →生徒一人ひとりが持つ多様な個性を「色」

として捉え、学校全体を個性で彩っていきたいという思い



③ 探究学習の継続と発展（未来地図）→自分たちの手で、これからの附属中の未来を描き、

居場所にしていくという決意

④相互尊重(個性を認め合う姿勢) →自分自身の個性を理解し、他者の個性を尊重し、互い

に認め合いながら挑戦していきたいという思い

生徒会役員と各専門部の専門部長たちが考え抜いて決めたスローガンです。自分自身の個

性に誇りを持ち、互いに高め合いながら挑戦できる学校環境を創り上げていきましょう。 

情報・技術科の助っ人 

附属中学校では今年度から、研究開発学校として文部科学省から指定を受け、教科「情報・

技術」を新設するなど「情報活用能力の抜本的な向上」に向けた研究をスタートしています。 

「情報・技術科」としてどんな内容をどの学年で学ぶべきなのか。「情報・技術科」で身に

付けた力をその他の教科の学習にどう活かすのか等々、研究すべき内容は膨大です。そこで、

年度の途中からになりますが、強力な助っ人・○○○○先生にお手伝いいただけることにな

りました。これから取組をさらに加速していきたいと考えています。 

また、今年度、兵庫教育大学大学院等から教育実習生として何人か附属中学校に来られる

予定です（１週間～３週間程度）。いろいろな人と一緒に勉強したり、活動したりできること

は、教育大学附属学校の醍醐味でもあります。多くのことを学んでほしいですね。 

あの頃は・・・ 
6 月 6 日（土）東京都文京区のお茶の水女子大学にて、全国附属学校連盟の会議がありま

した（全国附属学校 PTA の会議も同時開催。出席された役員様、お疲れ様でした） 

緩やかなスロープ状に座席が並んだ講義室に座って、窓の外の歴史感じられるキャンパス

を眺めていると、学生時代ってよかったよな～としみじみ物思いにふけりました。協議では、

全国に点在する他の附属学校の現状にビックリ。「学校運営費がいきなり 50％になってしま 

って･･･」とか、附属中学校の給食実施率が 20％にとどまるとか･･･。 

当日は、東京メトロ丸ノ内線「茗荷谷駅」にて下車、「この駅、降りたことあるぞ」と思い

ながら会場まで歩くうちに、平成一桁年頃（小学校教諭だった頃）に近くの某大学附属小学

校の研究大会へ参加したことを思い出しました。決して潤沢ではなかった市立学校の旅費を

「おねだり？」して、単身、東京の附属小学校の教育とはどのような

ものかとやってきて、そのレベルの高さに唖然としたことを覚えてい

ます。（特に小学生が自分の考えを根拠を示しながら発表している姿

には、本当に驚きました。「どうしたらあんな発表ができるんだ～」） 

その後、兵庫県教委の指導主事になり年２回（後に１回）東京で開

催される指導主事等連絡協議会に出席したり、県の実践を国の会議で

報告したりしてきましたが、ここ数年は東京に縁がなく･･･。そして今

回、久々の東京へ。まず東京の町並みの変貌にビックリ、外国人の多

さにビックリ、そして地下鉄や新幹線の乗り方にもビックリしまし

た。３年生の皆さん、一緒に準備しましょう。東京への修学旅行。 

行事予定 
お茶の水女子大
のすぐ前に大き
な煙突が･･･ 
生徒の皆さんは
何屋さんかわか
るかな？文京区
にはまだあるん
ですね。 


